
令和元年度 鶴南ゼミ全体発表会 実施要項 

ＳＳＨ事務局 鶴南ゼミ担当 

 

１ 目  的 ①１年間の探究活動の成果について発表を通じて、プレゼンテーション能力の育

成を図る。（２年生） 

       ②２年生の発表を見学することで、次年度の各自の探究活動に向けて意欲を高め

る。（１年生） 

       ③保護者や地域の方々に本校の教育活動への理解を深めてもらう。 

 

２ 開 催 日 令和２年２月６日（木） 

 

３ 会  場 体育館（午前）鶴翔会館（午後） 

 

４ 参加生徒 １年生（見学）２年生（発表・見学）および県内高校生 

       ポスター発表は他校の生徒による発表もあります。 

 

５ 当日の日程（１・２年生）（３年生はセンター試験後の時間割）当日はチャイム無し 

 ８：３５～ ９：００ 発表準備・会場準備・清掃 

 ９：００～ ９：３０ 受付 （１・２年生は９：２０体育館に整列完了） 

 ９：３０～ ９：５０ 開会行事（校長挨拶、発表会の進行についての説明） 

 ９：５０～１２：１５ ポスター発表 （４５分×３グループ） 

１２：１５～１３：１５ 休憩・昼食（ポスター撤収）（１３：１０鶴翔会館着席完了） 

１３：１５～１３：５５ ディベート大会決勝（１年）（説明１０分→ディベート３０分） 

１３：５５～１４：０５ 休憩 

１４：０５～１５：４５ ステージ発表 （１２分×７テーマ） 

１５：５０～１６：１５ 閉会行事 

１６：１５～      各ＨＲにてＳＨＲ→後片付け、放課 

 

６ 発表方法  

 ①ポスター発表（ステージ発表生徒以外全員）：８０テーマぐらい 

 ア）全体を３つのグループに分ける（１グループ２７テーマぐらい）発表生徒がそれぞれの

ポスターの前で自分の研究についての発表をした後で質疑応答を行う。１回の発表時間

「説明・質疑応答７分、記入・移動２分」としてこのサイクルを１つのグループにつき

５回繰り返す。９分の計時および進行は司会が行う。１つのグループにつき４５分間の

発表時間で、４５分間が終わり次第次のグループの発表に移る。 

 

  イ）ポスターは１発表につき、大判用紙（Ａゼロ版）１枚までとする（もしくは１枚分のス

ペース）。それ以上になりそうな場合は資料縮小や口頭で補うこと。また用紙を重ねて使

用しないこと。そのほかに提示したい資料がある場合は、発表者が手で持つか、机（各

自で準備）の上に置くこと。電源等の使用を考えているところは事前に事務局まで申し

出ること。当日の準備・管理・返却は各ゼミ担当者が責任を持って行って下さい。 

 

ウ）見学生徒は基本、自分の興味・関心を持つポスターにそれぞれ移動→説明を聞き質疑応

答→見学終了時に発表者に評価表を渡す。 

  

②ステージ発表：７テーマ 

  ア）パワーポイントなどプレゼンテーションソフトを使用して探究成果の説明・質疑応答を

行う（準備･片付け１分・説明７分・質疑応答４分で１２分以内） 

 


